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令和８年産カンキツの園地査察会を開催 

高温・乾燥に負けない生産対策 

 

令和８年８月２０、２１日に JA 粕屋かんきつ部会は園地査察会を開催

しました。現在のカンキツは、果実の糖度上昇や肥大といった高品質な

果実生産を行うために管理上大事な時期です。そこで、生育状況を確認

するため、本査察会に部会員や関係機関を含め約２０名が参加しました。 

普及指導センターは、カメムシの飛来に注意するように呼びかけるとと

もに、梅雨明け以降の降雨が極端に少ないため、かん水などの対策が

必要なことについて説明しました。本年の果実は乾燥により糖度が高ま

っていますが、果実の日焼けや樹の衰弱が心配されます。査察園地では、

果実肥大の状況や樹の状態について熱心な議論が行われました。 

普及指導センターでは、今後も農業者への生産技術向上に資する支

援を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カンキツ園地を確認する生産者       生育中のミカンの果実 

八幡農林事務所 北九州普及指導センター

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 
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